
■事業概要
令和6年4月～ コミュニティバスの運行スタート
令和6年9月～ AIオンデマンドシステム（ふれあい号配車システム）導入
※公共交通の広域連携については協議が整い次第順次進めていく。

■背景・目的
それぞれの公共交通の役割分担等を明確にするとともに，市民の

ニーズに対応した地域公共交通網をまちづくり施策と連携して構築する。
常総市地域公共交通計画に位置づけた地域公共交通の再編事業を推進
するため，各種事業を実施する。
■主な事業費内訳・財源
コミュニティバス運行経費 67,000千円（市単独）
コミュニティバス運行支援業務 3,800千円（市単独）
AIオンデマンドシステムの導入 3,800千円（県補助1/2）
ふれあい号運行経費 40,419千円（市単独）他

令和6年度予算額 121,238千円 予算書P.134／補助＋単独
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AIオンデマンドシステムの導入

コミュニティバスの運行 自動運転レベル５の実現

モビリティサービスの連携

マイクロモビリティの普及

公共交通の広域連携


